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台風 12 号による町内被害状況 
 

【人的被害】 

幸い、古座川町では人的被害はなかった（住民の避難対応）。 
 

【孤立民家】（10 月４日現在） 

２世帯  ２人（下蔵土地区・成川地区） 
 

【避難所の状況】（10 月４日現在） 

最大避難時９月４日（日）２２箇所 128 世帯 193 人 
現在 １箇所２世帯６名（夜のみ）みどりの雇用住宅 
親戚、知人宅への避難は７５世帯１４４名。 
床上浸水世帯の大半は床にビニールシートを敷いて寝ている 

 
【浸水被害】（10 月４日現在） 

全壊（流出）     １    
床上浸水     ５５６    
床下浸水     １４０   
町施設 床上浸水  １８ 
その他 床上浸水  １１ 

計 ７２６ （全壊１ 床上５８５ 床下１４０） 
 

【町道・農林道等の被害】（9月 26 日現在） 

◎町道 １１路線  ５億１千１００万円 
橋梁 ２橋   ２億８千万円（交通止４路線５箇所） 

◎河川  ２件   １千５０万円 
◎農道等 ４件   １千４００万円 
◎林道  １０路線１５箇所 １億２千４０４万６千円  

   計    ９億３千９５４万６千円 
 
【学校施設の被害】（9月 14 日現在） 

◎高池小学校    
◎明神小学校    
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◎明神中学校    
   計    １億４千５６７万円 
 
【公共施設の被害】（9月 22 日現在） 

◎明神診療所   
◎役場支所等   

◎ぼたん荘    

◎その他の施設    

計    １億２千５００万円 
 

【その他公的施設の被害】 

明神駐在所、南紀森林組合、明神郵便局、老人福祉施設高瀬会、

ふるさと定住センター、みくまの農協明神支所等 

 

【ライフライン】（10 月４日現在） 

水道・電気   →復旧済 
電話（固定）  →全地区復旧しているが個別電話の未復旧世帯

が残っている 
携帯（ドコモ） →復旧済 
 

【その他の被害】『9 月 22 日現在』 
車      １５８台（家屋浸水調査時の調査で高池上部は含まれていない） 

 農業用機械   ５５２台（トラクター等 19 機種） 
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平成２３年台風１２号によるぼたん荘の被災状況(1) 
 

■本館 ９月４日（日）午後 3 時半頃 
水が引いた後のロビーの写真 

 
 
ぼたん荘の玄関に流れ込んだ泥 

 
 
調理場も浸水 

 
 
同じく調理場 

 

 
宴会場 

 
 
畳が浮き、カラオケセットも倒れる 

 
 
宴会場復旧中の様子 

 
 
事務所 
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平成２３年台風１２号によるぼたん荘の被災状況(2) 
 

■いろり館 
浸水にてスロープが損壊 

 
いろり館入口に流木が流れ込む 

 
 
■温泉館 
温泉館入口 

 
脱衣所 

 
 
 

 
いろり館内 

 
 

 
 
 
機器類も浸水 
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平成２３年台風１２号によるぼたん荘の被災状況(3) 

■温泉館無料入浴準備風景 
9 月 9 日（土） 
泥の溜まった浴槽の洗浄 

 
ボランティアによる脱衣所の清掃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
温水の準備 

 
釜で沸騰させた湯を浴槽に移す 
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水没状況                水没状況 

 

 

高瀬会 特別養護老人ホーム古座川園等の被害状況
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水没状況                 水没状況 

高瀬会 特別養護老人ホーム古座川園等の被害状況(２) 

 
室内の水没状況               室内の水没状況 

 

 
室内の被害状況             室内の被害状況 
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室内の被害状況             室内の被害状況 

特別養護老人ホーム古座川園等の被害状況写真(３) 

 
室内の被害状況             室内の被害状況 

 

 
室内の被害状況             室内の被害状況 
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  平成２３年台風１２号による各学校の被災状況 （１） 

 

■明神小学校 

明神小学校浸水時の写真            翌朝９月５日（月） 
9 月４日（日）午前１時４２分階段より撮影   同じ入口付近の水が引いた写真

   

 
   
明神小学校 被災後の職員室内        明神小学校のフェンスに流れ込んだ瓦礫 

   

 
明神小学校の校門倒壊、フェンスには草が付着 明神小学校グラウンドにも大量の泥が流

れ込んだ 
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平成２３年台風１２号による各学校の被災状況 （２） 

 

■ 明神中学校 

校門付近にあった自転車置き場が水没し倒壊  明神中学校テニスコートに大量の泥が流

れ込んだ 

   

 
明神中学校 被災後の職員室内        天井近くまで水没、時計は 9/4 未明浸水に

より停止 

   

 
■高池小学校 
９月４日（日）AM2:59 職員室浸水        同時刻 グラウンド側入口付近 
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平成２３年台風１２号による各学校の被災状況 （３） 

 

■復旧活動 

明神中学校 水没した備品等の運び出し     明神中学校 備品等の運び出し 

     

 
明神小学校 備品等の運び出し         運び出した備品を学校敷地外に集積 
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町道・農林道の被災状況 

町道 大柳高瀬線      町道 佐田長追１号線 

  
 

町道 下蔵土吊橋 

 
 

町道 長松橋 
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林道 崩の川線       農道 主谷線 

  
 

林道 高原谷線（道路流出） 
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現在までの取り組み 

 

【緊急を要する復旧作業】 

 道路の瓦礫、倒木、土砂の取り除き。 

 住民の要望に対する緊急事項の対応。 

 初期被害調査。 

【ボランティアの立ち上げ】 

 古座川町社会福祉協議会でボランティア組織を立ち上げ、

高齢者宅の浸水家屋の整理を行っている。 

９月６日（初日は１２名）から１０月２日までの２７日

間で延べ２４８９名のボランティアを受け入れ、４５８戸

の浸水ごみの後片付けを行った。 

その役割をおおむね終了したため、１０月３日 １０時 

閉所式を行った。皆さんのご協力ありがとうございました。 

【ごみの収集】 

 9 月 5 日ごみ集積場所を決定し、ごみ収集開始 
(1) 高池下部木材協同組合用地（9 月 5 日～終了） 
(2) 池野山シルキー空き地  （9 月 5 日～終了） 
(3) 高瀬若者広場駐車場   （9 月 5 日～9 月 25 日終了） 
(4) 明神みんなの店駐車場  （9 月 5 日～9 月 24 日終了）  
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(5) 洞尾広場        （9 月 5 日～稼働中、27 日から豊岡市が整理） 
(6) 月野瀬河川敷駐車場   （9 月６日～9 月 21 日終了） 
(7) 川口町営住宅予定地   （9 月８日～稼働中、大栄環境が整理） 
(8) 上野山県開発公社所有地 （9 月８日～畳･木屑等のみ 10 月末までに整理） 
(9) 明神穴谷団地      （9 月６日～9 月 25 日終了） 
(10)長追私有地       （9 月６日～9 月 30 日終了） 

洞尾広場と川口町営住宅予定地については当分の間持込可能とする予定。 

 
 ＊農薬………農協と相談処理  ＊ガソリン………取引しているスタンドへ 

＊農機具………業者･農協（町へ相談）＊消火器………役場総務課へ 

【消毒液配布】 

９月６～８日 ５９８世帯に対しオスバン･スミチオン

粉剤「ES」を配布 

【被害家屋調査】 

 ９月１０～１４日  家屋浸水調査、床上浸水高調査 

【健康調査】 

９月１２～１６日 県及び他町の保健師の協力を得て、

被災者全世帯の健康状態調査を行った。 

【災害対策室の立ち上げと被災家屋調査】（10 月４日現在） 

９月２０日 災害対策室を立ち上げ、被害家屋調査業務を

開始。（兵庫県朝来市職員 4 名の指導の下）（正式発足は 10 月 1 日付） 

９月２０日から 朝来市の協力を得て、被害家屋調査を

始め、10 月３日までに４３９戸（残４戸）の調査を終えて
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いる。 （対象家屋４４３戸のうち９９．１パーセント終了。） 

【罹災証明の発行】（10 月４日現在） 

９月５日 から開始、10 月３日までに２４８件発行済 

（うち内閣府の災害に係る住家の被害認定基準運用指針平成21年 6月に基づ

く罹災証明書発行数は 20 件） 

【避難者のホテル無料宿泊】（10 月４日現在） 

９月２６日 から開始   

希望者  １３件 １１世帯２３名 

決定者 ９世帯２０名 １週間から 1 ヶ月程 

（浦島ハーバーホテル滞在） 

 

 

 

今後復旧に対する対応と要望 

 

【災害査定の早期実施】 

◎ 災害査定の早期実施と復旧事業の早期着工。 

◎ 応急仮工事、応急本工事の早期着工に向けた迅速な事務

処理と簡素化。 
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【災害復旧の手厚い助成】 

◎国の災害事業にかからない災害関連事業に対する県単独

予算での助成又は上乗せ。 

【実態に即した災害復旧の採択】 

◎建設場所の変更。フロアーの改善。（平屋を 2階建てに） 

【被災児童に対する支援】 

◎ 被災児童に対する学用品等基準支給額を超える支援。 

（小・中学 児童・生徒の６５．８%が被災） 

【農業用施設、農業用機械の修繕に関する助成】 

◎ ビニールハウスの取り壊しと再建に関する。 

◎ 農業用機械の修理のための助成制度の新設。 

（町予算でのかさ上げや町単独事業を考えていく必要がある） 

【災害予防のための整備への支援】 

◎避難所建設･避難所設置のための助成の拡大。 

【ダム放流マニュアルの見直し】 

◎雨量と下流域の水位状況をシュミレ-ションし、放水マニ

ュアルの再検討を………。    

【総理大臣等現地視察に対する要望】 

◎野田総理・奥田国交副大臣の視察の場で被災地の首長か
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ら要望の機会を………。 

【報道の公平性】 

◎ 偏りのない事実の報道を………。 

 

 

 

県内外市町からの応援 

 

【県外から】 

◎兵庫県豊岡市 9 月 13 日から 16 日までの４日間 10 名 

        9 月 27 日から 29 日までの３日間５名 
（２ｔダンプ３台、重機１台、３ｔパッカー車１台、ハイエース１台、 

義援金 10 万円） 

◎ 兵庫県朝来市 9 月 20 日から当分の間４名（第 3 次派遣延べ

12 名）の災害家屋調査士が休日無しで浸水被害家屋の調査

指導、調査業務を行っている。 

9 月 29 日 多次勝昭市長、安積信行危機管理担当部長、

天野修二上席主幹が来町 現地視察。 

【県内町から】 
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◎ 串本町、太地町、すさみ町、上富田町、高野町、 

かつらぎ町、九度山町、紀美野町、海南市 

【県庁から】 

新宮保健所串本支所、海南保健所、串本建設部、東牟

婁振興局から調査･復旧協力 

９月１１日 仁坂知事が来町、高池から三尾川までの

被災地を視察。（9 月 23 日再来町）。 

９月２０日 県町村会会長 中山正隆有田川町長来町

（県町村会会長 中山正隆有田川町長、県町村会事務局長 井畑文男） 
９月２８日 全国町村会長 藤原忠彦川上村長来町 
（県町村会会長 中山正隆有田川町長、全国町村会次長 長江 哲 
 県町村会事務局長 井畑文男、全国町村会副参事 前田達弥 ほか） 

【国土交通省他】 

近畿地方整備局茅野道路部長が来町 

四国地方整備局・近畿地方整備局から災害調査チーム

が町道の災害調査。 

【業者等】 

◎９月１４日 和歌山県電気工事工業組合田辺支部１５名

が冠水した民家の漏電等の調査。 
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◎串本町始め他町業者及び町内の土木業者の方々からは

機械及び労力の提供を受ける。 

【義援金】（10 月３日現在） 

９月１２日 義援金窓口を開設。 

10 月３日現在 74 の団体･個人から 27,258,031 円 

10 月３日 義援金配分委員会を開催 

10 月６日 義援金配布予定 

【古座川町の見舞金】 

10 月６日 配布予定（古座川町災害見舞金等支給に関する規定） 

【救援物資】（１０月３日現在） 

２０の団体･会社･町から食料、飲み物、タオル、石鹸等 

 

 


